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村営定期船 「フェリーとしま２」 就航記念式典が

　　　　　　　　　　　　　鹿児島市 ・奄美市で行われました。
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就航記念式典（鹿児島市）

就航記念式典（奄美市）
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平
成
30
年
3
月
16
日
（
金
）、
十
島

村
の
新
た
な
村
営
定
期
船
「
フ
ェ
リ
ー

と
し
ま
２
」
の
4
月
か
ら
の
就
航
を

記
念
し
て
、
就
航
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
16
日
に
は
、「
フ
ェ
リ
ー
と
し

ま
２
」
が
接
岸
し
て
い
る
、
鹿
児
島

市
の
北
ふ
頭
岸
壁
に
て
、
式
典
の
第

１
部
が
15
時
30
分
よ
り
開
始
さ
れ
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式
や
船
内
見
学
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約
200

名
も
の
多
く
の
方
が
ご
参
加
い
た
だ

き
、
現
行
船
よ
り
大
き
く
な
っ
た
船

体
や
、
船
内
の
広
々
と
し
た
通
路
や
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
細
か
な

区
画
に
分
け
ら
れ
た
客
室
、
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
や
、
多
目
的
室
な
ど
、
現
行

船
と
の
違
い
に
皆
さ
ん
驚
か
れ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　
18
時
よ
り
鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
て
、
第
２
部
が
開
催
さ
れ
、

国
会
議
員
の
方
々
や
鹿
児
島
県
知
事

な
ど
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
は
式
典
の
中
で
、
中
之
島
・
宝
島

住
民
に
よ
る
「
と
か
ら
黒
潮
音
頭
」

の
披
露
や
、
宝
島
の
子
ど
も
達
に
よ

る
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム
演
奏
を
披
露
さ

れ
、
4
月
か
ら
の
「
フ
ェ
リ
ー
と
し

ま
２
」
の
就
航
を
盛
大
に
祝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
週
の
3
月
20
日
（
火
）
に
は
、

奄
美
で
も
就
航
式
典
を
開
催
し
、

約
100
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
奄
美
で
は
、
現
行
船

の
接
岸
港
で
あ
る
、
名
瀬
港
佐
大

熊
岸
壁
に
て
、
17
時
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
曇
天
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
と
同
じ

く
岸
壁
に
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
船
内
見
学
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
奄
美
で
の
式
典
第
2
部
は
、
奄

美
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
、
こ
ち
ら
も
奄
美
の
議
員
の

方
々
や
、
市
町
村
長
な
ど
多
く
の

方
が
参
加
さ
れ
、
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
奄
美
で
は
、
鹿
児

島
と
同
じ
く
中
之
島
・
宝
島
住
民

に
よ
る
「
と
か
ら
黒
潮
音
頭
」
の

披
露
、
宝
島
の
子
ど
も
達
に
よ
る

ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム
演
奏
の
ほ
か
、

宝
島
の
大
人
た
ち
に
よ
る
ス
チ
ー

ル
ド
ラ
ム
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
鹿

児
島
と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
の

中
、「
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
2
」
の
就

航
を
盛
大
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

村営定期船 「フェリーとしま２」 就航を記念して、　　　　 記念式典が鹿児島市 ・ 奄美市で行われました！

▲鏡割り（奄美市） ▲鏡割り（鹿児島市）

▲三反園鹿児島県知事祝辞 ▲記念式典（鹿児島市）

▲万歳三唱 ▲島踊り・トカラくろしお音頭

▲肥後十島村長式辞▲▼記念式典（奄美市）

▲スチールドラム演奏
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フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
の
模
型
を

　
　

  　
　
　
　
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
の
就
航
に
あ
わ
せ
て
、
口
之
島
出
身
の

日
高
一
也
氏
か
ら
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
の
模
型
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
模
型
は
木
製
で
実
際
の
フ
ェ
リ
ー
と
し

ま
２
の
百
分
の
一
サ
イ
ズ
で
作
ら
れ
て
お
り
、
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
高
氏
に
は
感
謝
の
意
を

込
め
て
、
議
会
終
了
後
に
感
謝
状
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
模
型
は
今
後
、
中
之
島
の
歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▶
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
模
型

▶
感
謝
状
贈
呈
式

『フェリーとしま 2』 は 4 月から運航します！

　　　　　　　　　　　　   　【フェリーとしま２要目】
●長さ（全長）　　　　　　　　93.47ｍ　　　　　　　　●乗組員等人数 ( 通常配乗員 1航海当り）　         19 名
●長さ（垂線間長）　　　　　　87.00ｍ　　　　　　　　●搭載貨物（計画満載）　　　　           コンテナ 26 個
●幅（型）　　　　　　　　　　15.80ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　           　　乗用車 15 台
●深さ（型：上甲板）　　　　　  9.80ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　                                 12ｍトラック 3台
●深さ（型：車両甲板）　　　　  5.40ｍ　　　                      ●主機関　                              4 サイクルディーゼル機関
●吃水 ( 型：計画満載）　                4.55ｍ　　                          ●連続最大出力　 　　　         　　　　3,900kw×2基
●総トン数　　　　　　　　1.953 トン　                               ●推進機　 　　            4 翼可変ピッチプロペラ×2基
●載貨重量　　　　　　　　   702 トン                                    ●バウスラスタ　                    電動可変ピッチ式×2基
●資格　　　　　　　　　　  第 2 種船　　                      　 ●フィンスタビライザー　   　　        　　 格納式 1組　
●航行区域　　　　　　 沿海（非国際）　　　                      ●舵　                                                   シリングラダー 2枚
●試運転最大速力　               20.9 ノット　                      　　●デリック　                                               トムソン式 1式
●航海速力　                            19.0 ノット                                   ●船尾ランプ　2折れ式フラップ及び可動甲板付 1式
●旅客定員　　　                            297 名　                               ●建造所　　　      　　三菱造船株式会社  下関造船所

エントランス階段

ロビー ２等客室

レストラン 指定寝台

１等客室多目的室
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卒業

　夢と希望に満ちあふれた 8名の児童が中学校
へと足を進め、10 名の生徒が学び舎を巣立っ
ていきます。卒業生 10 名は各学校や各地域で
学んだ多くのことを胸に、それぞれの夢・目標
に向かって大きく羽ばたいて下さい。

　僕は、この口之島で入学式を迎えました。最初は不
安な気持ちと緊張感でいっぱいでしたが、島民の皆さ
んが優しく接して下さったおかげで不安や緊張は一気
に消えました。また、僕は島でしかできない経験を島
民の皆さんにたくさんさせていただきました。僕は将
来、人の暮らしをより良いものにする仕事に就きたい
と思っているので、この島で体
験したことを生かしていきたい
です。これまで支えて下さった
皆さん、本当にありがとうござ
いました。
口之島小学校卒業

長谷川　宇宙さん
　私は、口之島に来て４年半がたちました。この島に
来た日から、地域の方々が優しく接して下さって、と
ても嬉しかったです。島だからできることもたくさん
ありました。私の将来の夢は、保育士になることです。
小さい子の夢を叶えたりできるような保育士になりた
いです。中学校では勉強も運動も難しくなるので、こ
れまで以上に頑張りたいです。
ずっと支えてくれた地域の方々、
友達、先生方、ありがとうござ
いました。これからも頑張りま
す。口之島小学校卒業

中村　真波さん

　中之島で僕はただ一人の卒業生です。今の僕は、た
くさんの友達をもつことに慣れていませんが、高校に
入学したら多くの友達ができることが楽しみです。ま
た、将来については、バドミントン選手になるかパソ
コン関係の仕事に就くか、今は二つの希望があります。
高校三年間で様々な経験を積み、視野を広げて自分の
進路を決めたいです。島のみな
さん、今まで 15 年間見守って
くださりありがとうございまし
た。 中之島中学校卒業

羽生　伊織さん

　2年間がとても早く感じました。その間、運動や水源地清掃など
たくさんの体験ができました。特に運動会は去年、今年と放課後ま
でたくさん練習をしたおかげで、みんなと盛り上がることができて、
一番の思い出になりました。諏訪之瀬島に来て、
本当によかったと思っています。大阪でもこの
2年間で経験したことを生かして頑張りたいで
す。島のみなさん、里親さんそして両親に感謝
の気持ちを伝えたいです。
諏訪之瀬島小学校卒業 田中　絆造さん
　この 6年間でたくさんの思い出ができました。タケノコ採りやウィ
ンドサーフィン、仕掛け網漁に山登り。どれもこの島でしかできない
体験でした。こんな楽しい思い出ができたのは
島民のみなさん、先生方のおかげです。ありが
とうございました。この島での６年間の思い出
と成長をこれからの生活に活かして、中学校で
もがんばっていきたいと思います。
諏訪之瀬島小学校卒業 山中　悠暉さん
　諏訪之瀬島で約８年はあっという間だった。これまで支えてもらっ
た方々に感謝してもしきれない。島民の方々にはいつも温かい言葉を
かけてもらい、明るく接してもらったおかげで苦難も乗り越えられた。
先生方にはいつもわかりやすく勉強を教えても
らった。何より優しく見守ってもらい嬉しかっ
た。そして一番感謝しているのは保護者だ。僕
をここまで育ててくれて短い言葉で申し訳ない
けど「ありがとう。」皆さん、今までありがとう。
諏訪之瀬島中学校卒業 秋庭   吐火羅さん

　私は小 4から 6年間、自然あふれる諏訪之瀬島で過ごした。そん
な時がゆっくり流れるここだからこそ変わることができた。初めは
返事すらできなかった私に、島の方々は会う 度に優しく声をかけて
温かく見守ってもらった。今では笑顔であいさつをすることができ
るようになった。高校では島で学んだことをい
かして、もっと積極的に行動し、いろいろなこ
とに挑戦し、充実した高校生活を送りたい。諏
訪之瀬島の皆さん、今までありがとう。
諏訪之瀬島中学校卒業

山中　雪嘉さん

　私は、諏訪之瀬島に山海留学生として来て今までがんばってきた。
何もないところで大変だと思っていたが、自然豊かで島民の方々も優
しく、とても過ごしやすい場所で大好きな島になった。学校や島の行
事でたくさんの人と交流できたことがよい思い出だ。受験勉強が始
まってからも友だち・先生方・島民の支えがあ
り、とてもよい環境の中で勉強ができたので嬉
しかった。離島しないといけないと考えるとつ
らいが、この島で学んだことや嬉しかったこと
を忘れず自分の夢に向かってがんばっていく。

諏訪之瀬島中学校卒業 上野   琴美さん

　来年度から中学生になります。島では人数が少ないですが、
みんなで協力することができました。中学は島を出ますが、こ
こで経験したことを忘れないようにしたいです。中学の目標は、
「周りのことを考えて行動する」です。ま
た、英語の勉強もしっかりしていきたい
です。将来の夢はあまり決まってないで
すが、英語を活用したものか、グラフィ
ックデザイナーになりたいと思っていま
す。平島小学校卒業 上田  ラナさん

　小学校生活で一番心に残っていることは、昨年の修学旅行で
す。直前に起こった熊本大地震で、グリーンランドには行くこ
とができませんでしたが、自主研修で訪れたメルヘン館や科学
館での出来事は、今でも心に残っています。中学校では小学校
生活で学んだことを生かして，将来に向か
って突き進んでいきたいと思います。これ
まで支えてくださった学校の先生方、島民
の方々、そして家族のみんな、本当にあり
がとうございました。
悪石島小学校卒業久永  ひかりさん

　私は２歳のときに小宝島に来ました。それから、父や母から
色々な体験を積ませてもらいました。とても有意義な体験ばか
りでした。小宝島での生活のなかで、フェリーとしまは私にとっ
て、特に存在の大きなものです。あの大きな船が小宝島に接岸
し、荷物や人々を運び、本当になくてはならない存在です。だ
から、私の将来の夢は「船をつくる人」
になることです。４月から、フェリーと
しま２になりますが、いつか自分が作っ
た船で小宝島に帰ってきたいです。

悪石島中学校卒業

清水　宏太郎さん

　私の将来の夢は、常に患者さんに寄り添うことのできる看護
師になることです。その夢を叶えるためにも、今まで悪石島小
中学校で学んできたことを忘れず、高校という次のステップに
大きな一歩を踏み出そうと思います。また、卒業を迎えること
ができるのも、家族や先生方、島民の方々
に支えてもらったおかげだということを胸
に刻み、いつかは私が今までお世話になっ
た人達に、恩返しができるように頑張って
いきたいと思います。

小宝島中学校卒業

有川　雅さん

　私は宝島が大好きです。船がくる港や水泳学習に行った海
が大好きです。学校にもたくさんの思い出があります。ヤギ
のメイちゃん、みんなと行った遠足な
ど、思い出がいっぱいあります。私は
奄美の高校に行きます。高校生になっ
たら勉強をがんばりたいです。これま
ですごしてきた宝島のみんな、ほんと
うにありがとう！
宝島中学校卒業 福島  しほなさん

　1年生のころ、緊張してしまい上手く
話せなかったとき、学校の先生や友達、
島民の方が優しくサポートしてくださ
り、毎日楽しく過ごすことができまし
た。また、みんな家族のようで、いつ
も声をかけて下さるので、とても嬉し

宝島小学校卒業 寺田　碧海さん
　この 6年間で、ぼくはいろいろな経験をしました。運動
会や文化祭では、仲間と協力して成功
させて、収穫祭では、島の方々と一緒
にふれあうことができました。中学生
になったら自分で考えて動き、後輩た
ちをひっぱっていきたいです。

宝島中学校卒業 中村　久光さん

宝島小学校卒業
福島　嘉津穂さん

　僕は無事志望校に合格し、卒業することができました。
卒業できたのはみんなが応援してくれたおかげだと思って
います。僕の高校生活での目標は資格
をとにかくたくさんとり、将来に活か
したいと思っています。そして、友達
が作れるか不安ですが、進んで部活動
に参加して頑張って作りたいです。

　15 年間暮らしていた場所を離れるのは、さみしい思いで
いっぱいです。高校生活では、仲の良い友達をつくるとと
もに進んで勉強にも取り組みたいです。将来は宝島の発展
に尽くせるよう頑張りたいと思います。
島民の皆さん今まで本当にありがとご
ざいました。また宝島に帰ってきたと
きはよろしくお願いします。
宝島中学校卒業

平田　進之助さん

　中学 2年生のときに宝島に来て、2年間を宝島で過ごしま
した。この 2年間でたくさんの事を学び、高校へと進学す
ることができました。高校では、将来
の夢が明確でないので、今後の進路の
ために幅広く勉強していきます。そし
て、支えてくださった先生方、島民の
方々、直志さん、セツ子さん、ありが
とうございました。
宝島中学校卒業 松下　天哉さん

おめでとう！！

くて元気になれます。今まで優しく見
守って下さった方々に感謝して、卒業
をむかえたいです。
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宝島　いまきら園

中之島　ほしのこ園

口之島　くちっこ園

諏訪之瀬島　すわっこ園

悪石島　のびっこ園

小宝島　こだから園

お店屋さんごっこ！
地域の皆さんが買い
に来てくれました☆

♪ワンワン羽根つき
　  お正月遊び
　　   たのしかった♪

パネルシアター
　おもしろかった！！

美味しい野菜が
とれたよ♪♪

元気いっぱい　仲良しくちっこ

てづくりたこ
上手にできたよ♪

親子で遊びに来
てくれました☆

のびっこ園の帽子で
みんなでお散歩
たのしいね♪

☆かわいい
　　オニたち☆

アダンの里の皆さん
と釣りゲーム♪♪

見守り支援の活動では
「めんこ」や「福笑い」
で盛り上がりました♪

　　　 ☆マラソン大会がんばりました☆
あいにくの雨で体育館での実施となりましたが、みんな
普段以上に張り切ってスタートし、最後まで走り切りま
した！たくさんの応援ありがとうございました。

新聞紙あそび
おもしろいね！
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　1月 26 日、27 日に本庁にて観光ガイドの講習会が行われました。委託先であるNPO法人まちづくり
地域フォーラムかごしま探検の会より午前中は、東川隆太郎先生による鹿児島市内のまち歩き講座や、午
後からは、東川先生、NPO法人頴娃おこそ会の加藤潤先生による講習会を実施しました。2日目はガイド
の方々と現状確認や今後の課題等について話し合い、最後に、講師の下で村ホームページ投稿講座を行い
ました。
　2日間の研修でしたが、専門家の講師の方々から今後のガイド活動のスキルアップに繋がるヒントを得
る良い機会になりました。

▶
東
川
先
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
あ
る
き
講
座

▶
加
藤
先
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
講
演
会
の
様
子

十島村観光ガイド育成事業 講習会が実施されました！

「フェリーとしま２」 就航記念

　2月 19 日（月）の午前 10 時から役場 4階会議室
において、「フェリーとしま２」の就航を祝い、第 3
回文化の祭典セブンアイランド 2018（村民文化祭）
を実施するための実行委員会が開催されました。参
加者は、実行委員として、各島 2名ずつの 14 名と
トカラふるさと会から 1名、そして、村長以下役場
職員の総勢 30 名でした。

第 1 回実行委員会が開催されました
『第 3 回文化の祭典セブンアイランド 2018』

　会では、事務局から村民文化祭について、期日、場所、内容、スケジュール等の具体的な説明や提案が
なされました。
　　　　　　　　開催期日　　平成３０年１１月３日（土）文化の日
　　　　　　　　開催場所　　ジェイドガーデンパレス（鹿児島市）
　　　　　　　　内　　容　　各島１演目（主として伝統芸能）
　実行委員からは、開催について様々な質疑や意見が活発になされました。村長からも「村としての連携
をどうとっていくか重要であり、将来を考えた時、今やるべきである」等の説明がありました。多くの実
行委員からは、開催についての理解をいただいたようでした。今後 6月に開催予定の第 2回実行委員会に
向けて、実行委員と地域担当職員が中心となって、演目や出演者、参加者等の具体的な話し合いがなされ
ていくことになります。
　昨年の村民体育大会に続き、大きなイベントが開催されますが、これらの事を通して、村民のさらなる
連携や将来の十島村の発展の礎になることと信じ、村民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。
（実行委員会事務局）

寄贈がありました！
　社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会が
一般社団法人生命保険協会鹿児島県協会か
ら受贈した下記の物品が、十島村社会福祉
協議会に寄贈されました。今後は、村内で
の災害対策等に役立ていきます。

高圧洗浄機 1台　   自家用発電機 1台    ガソリン携行缶 1台

鹿児島農林水産物をまるごと味わうフェア

            屋台村合同イベントに参加しました！
　例年、鹿児島地域振興局主催で実施されていた鹿児島・日置地区の市町村による農林水産物販イベントが、
1月 19 日から 2月 18 日まで開催されました。今回は、明治維新 150 周年企画として屋台村で実施され、
対象市町村の産品を屋台村の店舗の方々が創作料理に使用しま
す。十島村からは田芋が選ばれました。
2月 9日には広場でトカラ結プラザの
物販ブースも設け、屋台村を訪れる観
光客に本村を PRする良い機会となり
ました。

▲田芋を使った創作料理（煮物料理） ▲物販の様子

食育教室に参加して
　食生活改善推進員さんの指導のもとで 11 月中之島（保育園年長 1名、小学生 1名）、宝島 ( 保育園児 4名、
小学生 8名）がそれぞれの島で食育教室を実施しました。主食、主菜、副菜のそろったバランスの良い食
事を作り、ランチョンマットを使って自分で作った料理の並べ方や食事バランスについて学びました。幼
少期から減塩に取り組むために味噌汁作りにも挑戦し、塩分濃度計で「味噌汁の塩分量」も計ってみまし
た。保育園児は年 3回クッキング教室を開催しているので、包丁を使っての野菜切は見事なものでした。

▶
食
育
教
室(

中
之
島
）

▶
塩
分
測
定(

中
之
島
）

▶
食
育
教
室(

宝
島
）

▶
野
菜
切(

宝
島
）
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　東シナ海で沈没した石油タンカーのものと思われる油が、宝島周辺の海岸沿い全域に漂着
しています。また、各島消防団及び海上保安部による現地調査の結果、十島村有人島 7島す
べてにおいて油漂着が確認されています。現状としては、2月 15 日より油防除会社が宝島
において、油除去作業を行っており、各島及び無人島につきましても今後、漂着状況の調査・
確認を行い、防除作業を進められます。
　なお、奄美大島等にて海上保安庁及び環境省による油分調査・海水調査が行われました。
海水の水質調査におきましては、環境基準項目の環境基準値及び要監視項目の指針値を超え
る項目はないと結果が出ております。詳しい内容については、十島村公式ホームページに掲
載しておりますのでご覧ください。

十島村防災会議を開催しました

▲宝島住民による作業写真

S
A
G
A
N
号

　
　

     

撤
去
に
つ
い
て

　
昨
年
2
月
11
日
に
諏
訪
之
瀬
島
元

浦
港
沖
に
座
礁
し
た
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
号

に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
撤
去
作
業
を

行
う
サ
ル
ベ
ー
ジ
会
社
が
決
ま
り
、

先
日
、
そ
の
会
社
に
よ
る
住
民
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
3
月
中
旬
か
ら

座
礁
船
の
船
首
を
海
側
に
向
け
る
準

備
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
順
調
に
進

め
ば
４
月
末
に
は
船
体
を
引
き
出
し

て
熊
本
県
の
八
代
港
へ
曳
航
し
て
解

体
す
る
計
画
と
い
う
こ
と
で
す
。

十島村への漂着油について

▲漂着油の状況

　2月 16 日に十島村防災会議を開催しました。十島村地域防災計画は、平成 27 年に全面改
正を行ないましたが、今回、本村の現状に合わせた地域防災計画の見直しを行いました。
　主な改正事項については、現地災害対策本部の設置基準の追加や、火山災害対策編におい
て、鹿児島県砂防課が作成したハザードマップの追加や避難計画の見直しについて改正しま
した。
　来年度以降についても、本村の現状に
合った防災計画の見直しを行い、想定さ
れる各種災害時の防災体制の強化を図り
ます。

▲防災会議の様子

十
島
村
地
方
創
生
効
果
検
証

　
　
　
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
30
年
2
月
8
日
（
木
）、
役
場
本
庁
会
議
室
に
て
「
十
島

村
地
方
創
生
効
果
検
証
検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
委

員
5
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
5
名
、
事
務
局
等
5
名
の
総
勢
15
名

が
出
席
し
、
昨
年
度
実
施
し
た
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
（
農

林
水
産
物
産
地
化
事
業
）
及
び
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
）
の
2
つ
の
事
業
に
つ
い
て
の
効
果
検
証
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
方
創
生
の
推
進
に
あ
た
っ
て
効
果
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ（
計
画
・
実
施
・
評
価
・

改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
た
め
に
事
業
実
施
後

に
有
識
者
等
か
ら
そ
の
事

業
の
効
果
に
つ
い
て
評
価

や
意
見
を
い
た
だ
き
、
次

の
事
業
に
反
映
さ
せ
る
目

的
で
開
催
し
た
も
の
で
、

2
事
業
と
も
地
方
創
生
に

相
当
程
度
効
果
が
あ
っ
た

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▶
地
方
創
生
効
果
検
証
検
討
委
員
会

▶
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
号

第
２
回
本
庁
舎
の
あ
り
方
検
討

              

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
昨
年
の
第
１
回
に
引
き
続
き
、
村
議
会
議
員
、
自
治
会

代
表
、
地
域
づ
く
り
代
表
、
出
張
所
長
が
委
員
と
な
っ
て

い
る
第
２
回
目
の
委
員
会
が
３
月
15
日
に
役
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
第
１
回
目
に
議
論
さ
れ
た
村
の

現
状
の
再
確
認
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
等
に
対
す

る
村
の
現
在
の
取
り
組
み
及
び
今
後
の
方
針
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
案
に
関
す
る
議
論
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
に
つ
い
て
も
２

回
委
員
会
を
開
催
し
、

一
定
の
方
向
性
を
導
き

出
す
こ
と
と
し
て
お
り

、
４
月
中
旬
以
降
に
「

本
庁
舎
の
あ
り
方
検
討

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
住
民
向
け
実

施
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
住
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▶
本
庁
舎
の
あ
り
方
検
討
委
員
会



14

　　　

15

　　自動車税は、毎年 4 月 1 日現在に登録されている、バイクや軽自動車など
の所有者に対して課税されます。たとえ 3 月 31 日までに、車両の廃棄や他人へ
の譲渡を行っていても、同日までに総務課、各島出張所、若しくは軽自動車連合
会にて廃車、譲渡申告などを行っていなければ、平成 30 年度の軽自動車税が課
税され、税金が発生してしまいます。廃棄や譲渡を行った方で、申告書の提出が
お済みでない方は、役場・出張所にてお早めに手続きを行ってください。
　過去にも廃車・譲渡申告を行っておらず、課税された件が何件かありますので、
くれぐれも手続き漏れのないようご注意ください。ご不明な点は総務課税務係にお問い合わせください。

【村補助額の変更内容】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【利用者負担基準の特例について】

原付等の新規取得・名義変更の際
< 軽自動車税申告書 ( 下図 )>

軽

原付等の廃車の際
< 軽自動車税廃車申告書 ( 下図 )> とナンバープレートをご提出ください。

  

　※役場で手続きができるのは、原付・バイク (125cc 以下 )・ミニカー・小型特殊自動車です。
それ以外の軽自動車については、軽自動車検査協会へお尋ねください。
【軽自動車検査協会鹿児島事務所】
〒891-0131　鹿児島市谷山港 2 丁目 4-42　℡　099-261-4011

※　平成 30 年 4 月 1 日から村補助額が変わります　※
　十島村滞在費用助成事業実施要綱（ホテルの宿泊費用補助事業）の改正に伴い、宿泊補助金上限額の
変更、及び補助対象年齢の引き上げを行います。皆様の御理解と御協力をよろしくお願い致します。

対象 現行補助基準 改正後基準（4/1～） 備考 

一般 
利用料金の 1/2 以

内。ただし、上限

を 800 円とする。 

利用料金の 1/2 以内。

ただし、上限を 400 円

とする。 

現行補助基準 
－400 円 

70 歳以上及び中

学生 
75 歳以上、または

中学生 
※ただし、生年月

日に応じて補助

対象とする 
（下記参照） 

利用料金の 1/2 以

内。ただし、上限

を 1,400 円とす

る。 

利用料金の 1/2 以内。

ただし、上限を 1,000
円とする。 

現行補助基準 
－400 円 

小人 
利用料金から 700
円を差し引いた

額 

利用料金から 1,200 円

を差し引いた額。 
現行補助基準 

－500 円 

 ※（例）
　①一般大人１泊 4,200 円で宿泊した場合、利用者負担は 3,800 円、村助成額は 400 円となります。
　②75 歳以上、または中学生が１泊 4,200 円で宿泊した場合、利用者負担は 3,200 円、村助成額は 1,000 円となります。
　③小人の負担額は一律 1,200 円であり、差額は村が助成致します。
　④昭和 24 年 8 月 21 日に出生された方は、72 歳を迎えた日から「75 歳以上、または中学生」の補助額となります。

【問い合わせ先】十島村役場　総務課　099-222-2101　

軽自動車の
廃車手続き

名義変更は

お済みですか ?

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
２
月
13
日
（
火
）、
３
月
９
日
（
金
）
に
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場

に
て
、子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

( 税抜価格 , 単位：円）

２月最高価格者

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

3月 19 23 42 14,993,000 14,463,000 29,456,000 789,105 628,826 701,333

2月 19 17 36 15,388,000 10,300,000 25,688,000 809,895 605,882 713,556

出荷頭数 合計金額 平均価格

「判取り （現金輸送）」 制度の見直しを行います

　平成 29 年度には悪石島・平島で、平成 30 年度には諏訪之瀬島、小宝島で簡易郵便局が整備されること
となり、全島で郵便局を介して金銭の受け渡しが可能となることから、既存の出張所を介した本村定期船
による現金輸送を見直すこととしました。
見直し時期　　平成３０年６月１日（金）出港便から　
見直し概要

【補足】
※公金（各税・使用料等、村からの
　請求に基づくもの等）については、
　これまで通り出張所で納付できま
　す。
※私金（商店や業者等との取引）に
　ついては、郵便局振込み又は現金
　書留での支払いとなります（出張
　所ではお支払いできません）。
※高特券、免許証、保険証、通帳、　
　印鑑など緊急性の高いものはこれ
　までどおり判取りで送付できます。
　　

【その他】
　公金（各税や使用料等）の納付を郵便局で行った場合、役場での納付確認に数日間の日数を要します。
行き違いを防ぐためにも、納期限内での納付に御協力ください。また、郵便局や JA の口座からの引き落
としをお勧めいたします。

  現  行 見直し後 

住  民 

①公金（各税・使用料等） 

 納付書で出張所等払い 

①公金（各税・使用料等） 

 変更なし（郵便局納付も可能） 

②その他支払い（商店等） 

 出張所にて判取りで送金 

②その他支払い（商店等） 

 郵便局にて振込み又は現金書留 

 ※要手数料 

③通帳・印鑑送付 

 現金とともに判取りで送付 

③通帳・印鑑送付 

 判取りで送付（現金以外） 

業者・商店等 

①買上金・賃金等の支払い 

 判取りで送金 

①買上金・賃金等の支払い 

 対象となる個人等へ口座振込み等 

 ※要手数料 

②売上金等の請求・受領 

 判取りで送られたものを受領 

②売上金等の請求・受領 

 住民からの振込み等で確認 

 

３月最高価格者
中村　巧　氏
967,000円

長谷川　裕起　氏
757,000円

去勢

雌

平田　和代　氏
986,000円

濱田　幸吉　氏
724,000円

去勢

雌

▲中村　巧 氏の子牛
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※昭和 23 年 4月 2日以降に
　生まれた方は、交付を受
　けることができる年齢に
　達した月の翌月から、特
　別乗船券の交付を受けら
　れます。

高齢者特別乗船券の交付年齢が変わります

　十島村高齢者特別乗船券交付規則が改正されました。
　この規則は、一定の年齢に達した高齢者に村営定期船を利用できる特別乗船券を交付する根拠となる規則
です。平成 29 年度までは、満 70 歳以上の高齢者に交付していましたが、平成 30 年度からは、以下のとお
りとなります。
　　①交付年齢が段階的に満 75 歳以上に引き上げられます。
　　②利用回数がこれまでの 24 回から 20 回に引き下げられます。
　　③村に１年以上居住し、住民登録している方に限ります。
　生年月日により、交付を受けることができる年齢が変わりますので、下記の表でご確認ください。

生年月日  年齢  

昭和23年4月1日までに生まれた方  70歳  

昭和23年4月2日～昭和24年4月1日の間に生まれた方  71歳  

昭和24年4月2日～昭和25年4月1日の間に生まれた方  72歳  

昭和25年4月2日～昭和26年4月1日の間に生まれた方  73歳  

昭和26年4月2日～昭和27年4月1日の間に生まれた方  74歳  

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

認知症ケアパスが更新されました！！
悪石島産ヒサカキを出荷しました !!
　悪石島の温暖な気候条件で栽培されているヒサカキは、植え付けから約 4年経過し、枝葉も成
長して出荷できる木々へと成長しました。悪石島枝物生産組合は、南さつま市で生花会社を経営
している末永廣氏の指導のもとで、出荷調整技術を身に付け、平成 30 年 1月 27 日から 30 日ま
での 4日間で、800 本くくりを関西の（株）フロリスト・コロナへ出荷し、葉の色合いや厚さが
良いと高い評価をしていただきました。国内では、神棚に供える玉串や仏壇等のお供えものとし
て利用されており、多くは中国産ヒサカキが流通している現状です。
　今後、悪石島シシガ山 6,400 ㎡に定植した苗が出荷できると出荷量は増え、関西や関東方面へ
の出荷を目指していく計画としています。

▶
出
荷
調
整
作
業

▶
枝
採
取
作
業

▶
悪
石
島
枝
物
生
産
組
合
の
皆
さ
ん

▶
シ
シ
ガ
山
（
Ｈ
28
植
付
）



平成30年度
当 初 予 算

　平成 30 年度の当初予算がまと
まり、3 月議会定例会において承
認されましたので、主な事業と
一般会計の歳入・歳出状況につ
いてお知らせいたします。

▶
会
計
別
予
算
規
模
の
推
移

　
　
　
　
（
単
位
：
千
円
・
％
）

 　
区分　　　項　目　　　　一般財源　　特定財源　 　合計
　　　村税 　　　　　　　  67,229               ー  　   67,229
　　　分担金及び負担金      　        1　              84                 85
　　　使用料及び手数料　　  5,928           62,584           68,512
　　　財産収入 　　12,418 　       2,316          14,734 
　　　寄付金 　               1          19,662          19,663 
　　　繰入金                            279,745          68,900        348,645 
　　　繰越金                    1              ー                       　1
　　　諸収入                                3,086           41,409           44,495
　        【自主財源計】　            368,409        194,955        563,364
　　　地方譲与税                      23,822              ー　           23,822
　　　利子割交付金                         49               ー　                   49
　　　配当割交付金                         71               ー　                   71
　　　株式譲渡割交付金                53                ー　                  53
　　　地方消費税交付金           4,957             4,619              9,576
　　　自動車取得税交付金           2,839                ー                 2,839
　　　地方特例交付金                     1               ー                          1
　　　地方交付税     1,261,992               ー　      1,261,992
　　　国庫支出金               ー　      1,716,203      1,716,203
　　　県支出金               ー　         390,490          390,490
　　　村債            　 －             925,375          925,375
             【依存財源計】　       1,293,784       3,036,687       4,330,471
                ≪合計≫　             1,662,193　   3,231,642　  4,893,835

◀
一
般
会
計
自
主
財
源
と
依
存
財
源
（
単
位
：
千
円
）

自
主
財
源 

依
存
財
源 

○  一般会計　4,893,835 千円　　　〇 特別会計　1,279,523 千円 
  対前年度比   +972,303 千円　　　 対前年度比 △1,642,265 千円
　　　　　　  　+24.8％　　　　　　　　　　　  △56.2％
　>>総額 6,173,358 千円 (-9.8%) の減額予算

4,499

3,999

歳
入
の
主
な
特
徴

歳
出
の
主
な
特
徴

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

▲会計当初予算規模の推移（単位：百万円）
H18    H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25　H26　H27　H28　H29    H30

5,014

3,798 3,837
4,104

3,637 3,6103,979
4,386

三位一体改革終期

トカラ皆既日食 骨格予算

○　ふるさと納税推進事業　        活用額　9,200 千円　事業費  14,124 千円

○　地域振興推進事業　　　        活用額　1,700 千円　事業費    5,313 千円

○　定住促進対策事業　　　        活用額    1,300 千円　事業費   23,191 千円

○　特定健診巡回診療事業　        活用額    1, 500 千円　 事業費   3,008 千円

○　妊産婦検診補助事業                 活用額　   100 千円    事業費     1,177 千円

〇　産後ケア事業　　　　　　　活用額       100 千円     事業費       259 千円

○　ミルク・紙おむつ支給事業    活用額       500 千円     事業費       975 千円

○　住宅リフォーム助成事業        活用額　   500 千円　 事業費      600 千円

予
算
規
模
は
２
年
連
続
の
減
額
予
算
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会 計 名 称　平成 30年度　平成 29年度　増 減 額　増減比
一 般 会 計　 4,893,835　3,921,532      972,303        24.8
国民健康保険特別会計　    106,817　   117,151　 △10,334      △8.8
船舶交通特別会計　1,018,744    2,655,178  △1,636,434   △61.6
介護保険特別会計　       90,257         87,902             2,355         2.7
介護サービス特別会計　        　－　          1,064　     △1,064      皆減
簡易水道特別会計　       56,108　     53,041　        3,067         5.8
後期高齢者医療特別会計　         7,452　        7,452　           145         1.9

目的別に見た
  歳出の推移

　
平
成
30
年
度
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
は
、
村
財
政

の
財
源
不
足
は
継
続
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
取

組
ん
で
き
た
政
策
を
継
続
・

強
化
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、「
定
住
促
進
対
策
の
強

化
」・「
産
業
振
興
対
策
の

推
進
」・「
少
子
高
齢
化
や

地
域
づ
く
り
対
策
の
強

化
」・「
生
活
環
境
対
策
の

充
実
」・「
交
通
対
策
の
向

上
」・「
情
報
通
信
基
盤
対

策
の
整
備
」・「
行
財
政
対

策
の
強
化
」
を
主
要
政
策

と
し
て
、
第
５
次
総
合
振

興
計
画
や
地
方
創
生
総
合

戦
略
の
実
現
に
向
け
引
き

続
き
取
り
組
む
方
針
で
す
。

（
１
）
国
庫
支
出
金
は
、
補
助
港
湾
改
修
事
業
費
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
再
整
備
に
お
け
る
事
業
費
の
増
が
大

き
く
影
響
し
、
大
幅
な
増
。

（
２
）
県
支
出
金
は
、
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
等
に

つ
い
て
、
採
択
が
見
込
ま
れ
る
事
業
の
み
計
上
し
て
い
る
影
響
な

ど
か
ら
減
少
。

（
３
）
繰
入
金
は
、
村
単
独
補
助
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
政
改
革
の

成
果
、
補
助
事
業
が
活
用
で
き
な
い
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

（
１
）
普
通
建
設
事
業
費
は
、携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
再
整
備
）、

本
庁
舎
等
の
耐
震
化
事
業
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
等
が
影
響
し
、
大

幅
な
増
。

（
２
）
人
件
費
は
、
職
員
給
で
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
簡
易
郵
便
局
員
の
報
酬
費
、

出
張
所
長
・
補
助
員
報
酬
、
看
護
専
門
員
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
外
国
人
講

師
の
報
酬
費
等
の
増
加
が
影
響
し
、
増
。

（
３
）
物
件
費
は
、
賃
金
（
特
に
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
）、
旅
費
、
消
耗

品
費
や
光
熱
水
費
の
需
用
費
で
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
備
品
購
入
費
、
特
定
離

島
の
事
業
委
託
費
や
介
護
事
業
所
の
指
定
管
理
料
の
減
な
ど
の
影
響
に
よ
る
委
託
費

の
減
な
ど
が
影
響
し
、
減
。

（
４
）
維
持
補
修
費
は
、
道
路
維
持
に
係
る
費
用
で
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
住
宅

維
持
に
係
る
費
用
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
減
。 人口激減対策初年

地方創生初年度

トカラふるさと基金の活用事業

歳 入 費 目 　歳 入 額　　増 減 額　増減比
村 　 　 税 　  67,229　         3,710　      5.8
地  方   交  付  税　  1,261,992　  △63,368　  △4.8 
国  庫  支   出  金　  1,716,203　    635,946　    58.9
県  　支 　  出　   金　     390,490       △35,633      △8.4
繰　　入　　金　     348,645　   △70,755    △16.9
村　　　　　債　     925,375　     497,775　  116.4

基 金 名 称　　Ｈ28末残高　Ｈ29末残高　　Ｈ30当初　　差引残高
　　　　　　　　　　　　　　   決算額　          　見込額　             予算増減
財 政 調 整 基 金 　 570,528　     624,548　△128,957   495,591
減　債　基　金　    376,665　     376,665　  △50,788   325,877
渡　船　基　金　    579,678　     300,000　                0    300,000
住民医療費運営引当基金　    300,000         300,000                    0    300,000
災 害 引 当 基 金　   100,000　     100,000　       　     0   100,000
黒毛和種優良繁殖雌牛預託事業基金          136,500          107,250      △45,500     61,750
地 域 振 興 基 金       548,934          774,312    △100,000   674,312
トカラふるさと基金　     19,260　         14,047　    △8,400       2,647
合                     計　 2,631,565　  2,596,822　△333,645 2,263,177

◀
積
立
基
金
現
在
髙
の
推
移
（
単
位
：
千
円
）

6,961

事
業
、
本
庁
舎
等
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
債
を
ほ
ぼ
満
額
充
当
し
て
い
る
こ
と

か
ら
減
少
。

（
４
）
村
債
は
、
国
庫
及
び
県
補
助
を
伴
う
ハ
ー
ド
事
業
な
ど
政
策
的
な
事
業
に
連
動

し
て
増
加
。

平成 30 年度当初予算活用充当額   23,400 千円　　積立見込額　15,000 千円

人件費　
462,104 千円
（前年度比
　7.5％）

物件費　532,489 千円
（前年度比   △3.1％）

扶助費　31,702 千円
（前年度比  △12.0％）

維持補修費　
21,903 千円
（前年度比  △4.7％）

公債費　510,022 千円
（前年度比　△7.9％）

普通建設事業　2,985,270 千円
（前年度比　52.5％）

補助費　265,152 千円
（前年度比　△0.6％）

積立金　16,745 千円
（前年度比　△36.9％）

繰出金　55,078 千円
（前年度比　△13.8％）

一般会計歳出と対前年度増減

議会費　44,011 千円
（前年度比　△0.9％）

総務費　
1,622,824 千円
（前年度比
  242.6％）

民生費　233,861 千円
（前年度比  △31.1％）

衛生費　267,930 千円
（前年度比　△5.2％）

労働費　4,860 千円
（前年度比  0.3％）

農林水産業費
429,932 千円
（前年度比　
△14.3％）

商工費　72,217 千円
（前年度比　3.0％）

土木費　1,208,471 千円
（前年度比　△10.4％）

消防費  303,758 千円
（前年度比   1224.5％）

教育費　182,579 千円
（前年度比　△31.4％）

※災害復旧費、貸付金、予備費は除く。

6,843

骨格予算、新船建造初年度

新船建造

◀
歳
入
主
な
も
の
（
単
位
：
千
円
・
％
）

○　列島マラソン事業　　　　　  活用額　1,500 千円 　    事業費    3,463 千円

○　非常備消防一般経費  　             活用額　   700 千円　　事業費　6,882 千円

○　海外ホームスティ派遣事業      活用額　   500 千円　     事業費　2,500 千円

○　ＪＥＴプログラム事業　　　  活用額    3,000 千円　     事業費  22,961 千円

○　文化財保護対策費　                   活用額　   500 千円　     事業費　3,241 千円

○　ファミリー劇場事業　               活用額   　800 千円　     事業費　1,591 千円

○　村民文化祭事業　　                   活用額　1,500 千円　     事業費　4,804 千円

（
５
）
扶
助
費
は
、
児
童
手
当
支
給
費
の
増
に
対
し
、
障
害
者
自
立
支
援
経
費
、
村
単

助
成
金
の
見
直
し
に
よ
る
高
齢
者
優
待
乗
船
券
事
業
の
減
な
ど
が
影
響
し
、
減
。

（
６
）
補
助
費
等
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
連
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
増
に

対
し
、
医
師
派
遣
事
業
、
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業
（
旧
青
年
就
農
給
付
金

事
業
）、
そ
の
他
村
単
独
補
助
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
宿
泊
費
助
成
費
、
畜
産
振
興
対

策
補
助
費
の
減
な
ど
が
影
響
し
、
減
。

（
７
）
積
立
金
は
、ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
見
込
み
減
に
伴
う
積
立
金
の
減
が
影
響
し
、

大
幅
な
減
。

（
８
）
公
債
費
は
、
過
去
の
港
湾
事
業
等
の
大
規
模
事
業
の
地
方
債
償
還
終
了
に
伴
い

減
。

（
９
）
繰
出
金
は
、
介
護
特
会
繰
出
金
の
増
に
対
し
、
船
舶
特
会
繰
出
金(
そ
の
他)

で
補
助
離
島
活
性
化
（
荷
役
車
両
整
備
）
に
お
け
る
繰
出
金
の
皆
減
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
特
会
廃
止
に
よ
る
影
響
、国
保
特
会
繰
出
金
、簡
易
水
道
特
会
の
減
が
影
響
し
、減
。

※災害復旧費、貸付金、予備費は除く。

6,173

ブロードバンド再整備

18



30年度当初予算の主な事業
　新規事業を中心に主だったものを紹介します。
　　　…H30 新事業　　　　　
○　総務費
　指定宿泊所宿泊費助成事業　　事業費 3,670 千円
　鹿児島市、奄美市に所在する村指定の宿泊所宿泊費を助成して
います。年々事業費が増大していることから制度の見直しを行なっ
た結果、助成金が減少しています。

　口之島住民センター解体事業　   事業費 18,602 千円
　老朽化し、危険な状況にある口之島住民センターを解体します。
　本庁等耐震化事業　　事業費 121,015 千円
　本庁舎及び旧庁舎については、昭和 56 年の古い耐震基準以前に
整備された建物であり、老朽化が進んでいることから耐震工事を実
施します。併せて、外壁工事を実施します。

　携帯電話等エリア整備事業（ブロードバンド整備）
　　　　　　　　　　　　　　　事業費 1,110,216 千円
　無線設備等、設備の老朽化等により安定的にインターネット通
信等が出来ない状況にあることから平成 30 年度から 3 年程度かけ
て光海底ケーブルを敷設し、安定的な通信環境の環境の整備を図り
ます。
　地域振興（花嫁対策）　　事業費1,300千円
　婚活イベントを実施します。
　簡易郵便局整備事業　　　事業費 1,086 千円
　諏訪之瀬島及び小宝島の簡易郵便局の開局式典を実施します。
　本庁舎の在り方検討事業　　　事業費 1,092 千円
　「本庁の在り方検討会」を開催し、庁舎移転、出張所機能強化、
分庁方式などに関して、これまでの経緯及び時代の変化を踏まえ議
論を行い、平成 29 年度から平成 30 年度の 2 ケ年の間で当面の結
論を導き出すこととします。

○　民生費
　定住促進対策事業　事業費23,191千円
　定住促進のため 3 年目の節目、及び転入費用を、子どもの増加
促進のため出生、入学祝金、及び中学生以下生活支援金を交付する
ほか、婚姻にも交付金を交付します。
　住民医療費助成事業　事業費 2,082 千円
　一定の要件を満たした方が負担する医療費の一部を助成します。

　地域おこし協力隊（高齢者支援）　事業費 15,173 千円
　特別交付税で措置される地域おこし協力隊を活用して、高齢者
支援活動などの事業を進めます。
　日中一時預支援事業　　事業費73千円
　特別交付税で措置される地域おこし協力隊を活用して、高齢者
支援活動などの事業を進めます。

　 包括支援センター (介護サービス分 )　事業費1,405千円
　平成 29 年度まで介護サービス会計で実施していた事業です。平
成 30 年度から介護サービス特別会計を廃止するのに伴い実施する
ものです。居宅支援介護・居宅支援介護予防業務などを行ないます。
　介護基盤整備事業　事業費2,468千円
　地域の実情に応じ住民が主体的に参画した地域支え合い体制づく

りを推進するため複合的な機能を果たす拠点として口之島・平島の
介護予防拠点施設の改修を行います。
　地域おこし協力隊（子ども子育て支援）　
　　　　　　　　　　　　　事業費16,265千円
　特別交付税で措置される地域おこし協力隊を活用して、地域の
子育て活動などの事業展開を推進します。
　子育て包括支援センター（利用者支援事業）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　事業費9,299千円
　子どもたちが健やかに成長し、生涯を通じて健康に過ごすこと
ができるまちづくりを推進するために、妊娠や子育て等の相談に応
じ、個々に必要な援助を円滑に受けられる体制を整備するとともに、
母子保健及び子育て支援事業を一体的に行い、妊娠準備期から子育
て期にわたる切れ目ない包括的な子育て支援を提供します。

○　衛生費
　特定診療科巡回診療事業　　事業費 3,008 千円
　県の支援を受け、歯科、皮膚科、眼科、耳鼻咽喉科の診療を行
います。
　予防接種事業　　事業費 2,615 千円
　法定定期接種のほか、インフルエンザの予防接種を実施すると
ともに、高校生の予防接種に要する費用の一部を助成します。
　特定離島 ( ブヨ駆除 )　事業費 6,594 千円
　口之島、中之島のブヨ駆除に要する経費です。
　海岸漂着物地域対策推進事業　　事業費 5,786 千円
　環海にある各地域の海岸漂着物を回収し、海上輸送により村外
へ排出して処理を行うことにより、海岸線の環境保全を図ります。
　特定離島（ごみ処理施設整備）　事業費 33,888 千円
　宝島に生ゴミ処理施設及び焼却施設を新しく整備します。
○　労働費
　現業業務事業　　事業費 4,860 千円
　現業業務員の作業に関する経費や意見交換などに要する費用で
す。

○　農林水産業費
　地域おこし協力隊（農業支援）　　事業費8,000千円
　特別交付税で措置される地域おこし協力隊を活用して、農業の活
性化を図ります。

　就業者支援事業　　事業費33,090千円
　一定の要件を満たす転入から間もない UIﾀｰﾝ者を対象に、村で自
立するために産業に従事した日数に応じて、奨励金を交付します。
　国境離島（輸送コスト支援）　事業費 9,813 千円
　特定有人国境離島地域社会維持推進交付金を活用して本土から
の遠隔性に起因する条件不利性を緩和するとともに、基幹産業であ
る農水産業の新興を図り、雇用を拡充する観点から、農水産品全般
（加工品以外）の出荷や原材料の輸送に係る費用を支援します。
　特定離島（家畜保護施設整備事業）　事業費 30,984 千円
　平島において牛舎を整備します。
　特定離島（畜産振興施設整備事業）　事業費 21,546 千円
　油圧ショベル及びブッシュチョッパーをそれぞれ１台ずつ整備
します。
　黒毛和種優良肉用繁殖雌牛導入事業　事業費 52,090 千円

　農家の規模拡大のため、積極的に優良繁殖肉用雌牛の導入を進
め、農家の経営安定化と村全体の母牛頭数１千頭を目指します。
　特定離島 ( ほ場整備 )　　事業費 6,844 千円
　中之島高尾地区の農地の有効活用及び農業振興、雇用創出のた
めに、村単独事業で飼料畑を造成整備し、当該事業にて畜産農家
へ粗飼料の安定供給するための機械を導入すします。

　地域振興（定住化促進産業創出事業）　事業費 886 千円
　ヒサカキ等の枝ものの生産技術及び調整技術を習得するため、
県内の優良生産農家にて実際の調整及び調整作業を体験して技術
向上を図ります。また、優良生産農家を島内に派遣し、実技研修
を実施する。

　特定離島（漁船漁業利便施設整備）　事業費20,617千円
　諏訪之瀬島の元浦港のウインチ及びクレーンの上架施設を新た
に整備します。
　地域おこし協力隊（水産支援）　事業費 4,000 千円
　特別交付税で措置される地域おこし協力隊を活用して、水産業
の活性化を図ります。

○　商工費
　特定離島 (生活物資輸送支援 )　　事業費12,875千円
　生活に欠かせない食料品の運賃を支援し、生活費の負担軽減を
図ります。
　地域おこし協力隊（商工観光支援）　　事業費4,000千円
　特別交付税で措置される地域おこし協力隊を活用して、商工業
等の活性化を図ります。
　地域振興（観光ツアー）　事業費 830 千円
　観光振興や交流人口の拡大を図る事を目的とし、特別便を活用
して 1航海で 7島全てを巡る観光ツアーを実施します。
　地域振興（ガイドマップ）　　事業費 1,000 千円
　島々の「情報発信」を目的として、観光ガイドと連携し各島毎
の「観光ルート」「観光スポット」「歴史」等に着目したガイドマッ
プを作製し、ガイドの資質向上に繋げます。

○　土木費
　補助道路新設改良事業　　　　事業費 212,331 千円
　中之島海岸線、平島東海岸線、切石元浦線、宝島星窪線などの
新設改良工事を要望しています。

　特定離島（道路環境整備）　　事業費40,090千円
　国の交付金事業では整備できない、集落道整備や側溝蓋整備を
県単補助事業で実施し、交通安全を図ります。
　長寿命化計画策定事業　　　事業費8,500千円
　国の補助金を活用し、海岸保全施設内の施設を対象とした長寿
命化計画を策定します。
　補助港湾建設事業　　事業費480,000千円
　東之浜港と小宝島港に加え、平成 30 年度から悪石島やすら浜港
の防波堤整備を開始予定です。やすら浜港については、平成 30 年
度は測量調査委託を実施予定です。
　地域再生計画（港湾）　　事業費 243,500 千円
　小宝島港泊地の浚渫及び海洋投入のモニタリング調査を予定し
ています。
　特定離島 ( 定住促進住宅整備 )　　事業費 53,951 千円

　定住人口の確保のため、島外からの UIﾀｰﾝ者及び住宅困窮者向け
の住宅を整備します。平成 30 年度については、平島に 2 世帯長屋
を１棟新築、その他、中之島及び宝島の住宅の増築工事を予定して
います。

○　消防費
　防犯対策費　　　事業費 100 千円
　防犯対策の取り組みに対し助成を行います。
　防災行政無線整備（デジタル化）　事業費 278,921 千円
　現在のアナログ無線を平成 30 年度からの２ケ年事業にてデジタ
ル化します。
　特定離島（消防施設整備）　事業費 3,504 千円
　島内での火災を防ぐため、消火栓を整備します。
○　教育費
　補助離島活性化（山海留学・ＰＲ）　事業費 14,283 千円
　平成 30 年度は 18 名の受け入れを見込んでいるほか、里親の離
島時のｻﾎﾟｰﾄ家族に対する経費を支援します。
　小学校修学旅行費　事業費1,183千円
　村内 5・6年生連合で修学旅行を実施します。
　英語指導外国人派遣事業　　　事業費567千円
　平成 32 年度から新学習指導要領による教育が全面実施になり、
教科英語が小学 5年生から、外国語活動が小学 3年生から導入され
ることから、テレビ会議システムを活用して、外国人ﾈｲﾃｨﾌﾞ講師と
担任教員が分担し小学生への外国語活動を行います。また、中学生
にあっては英会話教室を実施します。
　ＪＥＴプログラム事業　　事業費22,961千円
　ET プログラム（語学指導等を行う外国青年招致）事業に基づく、
ALT 講師との学習を通じて、言語や文化について体験的に理解を深
め、積極的にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度の育成を図り、外国語
の音声や基本的な表現に慣れ親しみながら、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の素地を
小学校では養い、中学校では外国語によるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の伸張と
異文化の理解を深め、学力を向上させることを目的としています。
ALT 派遣講師を 5名程度村内に配置予定です。
　連合交流学習事業　　事業費918千円
　人大規模校との交流学習を実施するとともに、進学情報を得な
がら修学の選択肢を広げていくため、高校見学を実施します。
　村誌編さん事業　　事業費11,994千円
　村誌の編集（追録）を図るために、村誌編集委員を 2 名配置し、
村誌の追録作業を実施し、平成 30 年度に発行予定です。
　村民文化祭事業　　事業費4,804千円
　新船「フェリーとしま２」の就航にあたり村民が一堂に会し、
新船の就航を喜び合い、その記念として村民文化祭を開催します。
また、、各島の古くからの文化財の掘り起こしや伝統芸能の世代間
の継承を図ります。
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※天災タイプでは、天災（地震・噴火または津波）
に起因する被保険者自身のケガを補償しますが（天
災危険担保特約条項）、賠償責任の補償については、
天災に起因する場合は対象になりません。

　毎年 4月 2日は国連が定める「世界自閉症啓発デー」です。また、４
月２日～８日までは「発達障害啓発週間」とし、「自閉症」だけではなく、
「発達障害」と合わせてご理解をいただく取り組みがなされます。
○自閉症をはじめとする発達障害の方は、他人の意図や感情を直感的に
　理解したり、言葉を適切に使うことなどが苦手な場合があり、学校や
　職場でさまざまな問題や困難に直面することがあります。
○これらは、親のしつけや家庭環境が原因ではなく、脳機能の発達に関
　係するものです。
○発達障害は、見た目には障害があることがわかりにくいため、行動や態度が誤解されることが
あります。
○発達障害の特徴を知り、正しく理解していただくことが大切です。
　自閉症をはじめとする発達障害について知っていただくこと、理解をしていただくことは、発
達障害のある人だけでなく、誰もが幸せに暮らすことができる社会の実現につながるものです。
みなさまのご理解とご支援をお願いいたします。

世界自閉症啓発デー ・発達障害啓発週間について ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

　十島村宝島に地域おこし協力隊として引越してきました。3年弱愛知
県に住んでおりましたが、東京生まれ東京育ちです。20 代でホームヘル
パーとして三鷹市（東京都）の職員として福祉の仕事をやらせていただ
き、様々な失敗も経験しながら、高齢者や障害者の方々と関わることが
できました。宝島の皆さんとも「自分も、相手も大切に 心のつながる 
安心できる協力隊」になれるよう、島の生活を豊かに送りたいと思って
います。よろしくお願いします。

　平成 30 年 2月 1日より、
フェリーとしまの職員とし
て、働かせてもらうことにな
りました、竹迫 太成です。
船員として、頼りになる人材
になれるよう一生懸命頑張り
ますので、どうぞ宜しくお願
い致します。

　はじめまして。東京出身で、
喜界島にて看護師をしていまし
た。『一期一会』がきっかけで、
十島村に出会うことができまし
た。これから「島民の方が自分
らしく生きていける」お手伝い
を、微力ながら力添えできれば
と思っております。

地域おこし協力隊（高齢者支援）　相田　惠さん

地域おこし協力隊
    （高齢者支援）
平林　ちよみさん

フェリーとしま船員
竹迫　太成さん

春の全国交通安全運動

　平成 30 年 4月 6日（金）から 15 日までの 10 日間、「春の全国交通安全運動」が実施されます。
全国において、高齢運転者の重大交通事故が発生しております。また新年度に入りますと学校児
童生徒の歩行中や自転車乗用中の交通事故の増加傾向にあります。
　また、飲酒運転による交通事故は重大事故に可能性が多くあります。地域一体となって「乗る
なら飲むな。飲むなら乗るな」を徹底し、交通事故０にしましょう。

平成 30年度市町村交通災害共済加入者募集中！
　4月 1日現在で組合加入市町村に住民登録をしている方は、年齢に関係なく誰でも加入でき、年会費
1人 500 円で見舞金最高 100 万円（死亡の場合）まで補償されます。各家庭に申し込み用紙を配布し
ておりますので、加入を希望されます方は各島出張所に申し込み用紙と掛金を提出して下さい。
【加入対象者】　4月 1日現在で組合加入市町村に住民登録をしている方。
　　　　　　　学校への通学・出稼ぎ等で一時的に転出される方でも、
　　　　　　　市町村長の認める方は対象。
【共済期間】　平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31 日
　　　　　　※中途加入の場合は受理した日の翌日からになります。
【共済掛金】　1人につき 500 円（中途加入も同額）
【見舞金額】　最高 100 万円（死亡の場合）
　～詳しくは、配布しておりますパンフレットをご覧ください。～

赤い羽根共同募金ご協力ありがとうございました。

【平成 29 年度　赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動結果報告】
　
　
　昨年 10 月 1日から 12 月 31 日まで実施した赤い羽根共同募金並びに歳末たすけあい募
金では、みなさまから心温まる善意をお寄せいただきありがとうございました。

募金総額　２５１,１５０円

ボランティア活動保険

スローガン 『横断は　しっかりよく見て　たしかめて』

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償！！

●このご案内は概要を説明したものです。お申込、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

【保険金額】 【年間保険料（1名あたり）】

団体契約者：社会福祉法人　全国社会福祉協議会　　　　　　取扱代理店：株式会社　福祉保険サービス
〈引受幹事保険会社〉　損保保険ジャパン日本興亜株式会社　　　　　　　　TEL　03（3581）4667
　　　　　　　　　　TEL　03（3349）5137

　

プランタイプ保険金の種類 プラン

全国 200 万人

　　　　加入！！

Ａプラン Ｂプラン

基本タイプ 350円 510円

天災タイプ
(基本タイプ+地震・噴火・津波)

500円 710円

Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円

1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円
入院中の手術 65,000円 100,000円
外来の手術 32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

賠償責任の補償

ケガの補償 手術保険金

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償

葬祭費用保険金（特定感染症）
賠償責任保険金（対人・対物共通）

300万円（限度額）
5億円（限度額）

上記後遺障害、入院、退院の
各補償金額（保険金額）に同じ



十島村の人口・世帯数  平成 30 年 2月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  67　　    60　　  127　　  76

中　 之　 島  　　92　　    74　　  166　　  92

諏訪之瀬島　　  39　　    37　　　76　　  32

平　　　島  　　34　　    34　　　68　　  41　　　

悪 　石　 島　　  41　　    37　　　78　　  38

小　 宝 　島  　　31　　    26　　　57　　  34

宝　　　  島　　  71　　    70　　  141　　  74

合  　　　計　　 375　　 338　　 713　　387

村営定期船 フェリーとしま  
平成 30 年 4月運行予定
※平成 30年 4月 2日より新船就航により、運航時刻に
　変更がありますので、ご注意下さい。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523
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　広報としまへの広告掲載募集！
●広告の規格・掲載料（すべて消費税別）
　　縦 13.0cm×横 8.5cm　　月額 10,000 円
　　縦 13.0cm×横 17.0cm　  月額 15,000 円
　　Ａ4サイズ 1頁　　　　    月額 30,000 円
●広告掲載の申し込み
　　広報誌広告掲載申込書（第 1号様式）に広告
案を添えて総務課にご提出ください。
　※申込書のダウンロードを含め、詳細は十島村
ＨＰをご覧ください。

 
 

 

      

 

978  185  44  330  4,521  511  227  
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就航記念式典（奄美市）


